
■定量評価を行う項目の目標値設定(案)

① ②

令和元年度 令和２年度
過去２年実績

の平均値
提案書数値

年度当初

目標値

勘案した

目標値※

（６月末時点）

平成28年度：99,600人

平成29年度：101,800人

平成30年度：103,000人

令和元年度：105,400人

令和２年度：107,200人
①課題を抱える青少年への支援事業 年１回　 15人

②長期宿泊自然体験推進事業 年１回　 24人

③中高生チャレンジキャンプ 年１回　 12人

④自然と絵本のコラボレーション事業「森の絵本づくり」 年１回　 45人

⑤自然の中での読書活動推進事業「森の中での読み聞かせ」 年１回　 30人

①　障がいを抱える青少年への支援事業　　　　　　　　　　　　 年2回　 各60人

②　フォレストジュニアクラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　 年6回　 各24人

③　「自然をまるかじり！シリーズ」　　　　　　　　　　　　       　　　 年3～4回　 各30人

④　ホタル観賞の夕べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       年3回　 各30人

⑤　ファミリーキャンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　       60人

⑥　ナイトハイク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       50人

⑦　アドプトフォレスト（冒険の森づくり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       30人

⑧　自然活動・野外活動指導者養成事業　　　　　　　　　　　　       　 ４講座　 各20人

⑨　自然の家専属指導者の育成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　 20人

⑩　近隣市町村との連携事業

⑪　インターンシップ（就労体験）推進事業　　

①　おとなのための自然塾「おとなのえんそく（仮称）」　　　　　　　　　　　　　  　　 20人

②　シニアわくわく体験塾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 20人

③　シルバーいきいき交流推進、生涯学習活動　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 20人

④　貝塚市の地域資源を活用した中高生向け健康づくりツアー　  　　　　 20人

⑤　家族でたき火を楽しもう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 50人

⑥　子育て応援します「親子のセミナー（仮称）」　　　　　　　　　　   　　　　　　　　 20人

⑦　クールジャパン推進企画「コスプレの森」　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 50人

⑧　出会いの場推進事業「森の婚活」　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　 40人

⑨　「森のバーベキューガーデン」を使った事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20人

令和３年度：107,700人

令和４年度：108,300人

令和５年度：109,000人

令和６年度：110,000人

令和７年度：110,500人

71,263
(別紙)１参照

① 過去２年実績のいずれかが提案書の数値の120％以上

② 過去２年実績のいずれも提案書の数値の120％未満

24,971

※ただし、指定管理者の責めに帰すことができない事由は勘案し、目標値に反映する。

評価

項目

過去２年実績

提案書数値

の120％

設定

方法

令和３年度目標値
（参考情報）

　公募時の提案

（３）

① 年間利用者数 87,621 129,240 ② 56,296 107,700 107,700

のべ126人

（２）

① 自主事業

事業数 10事業 8事業 13事業 ② 9事業

151 ① 260 126 260
213

(別紙)２参照

③ 主催事業

事業数 4事業 5事業

11事業 11事業
9事業

(別紙)２参照

参加者数 654 297 856 ② 476 699 699
574

(別紙)２参照

5事業 5事業
4事業

(別紙)２参照

参加者数 262 258

6事業 ② 5事業

12事業 ② 9事業 10事業 10事業
8事業

(別紙)２参照

参加者数 2,332 1,630 312

　　過去２年実績の平均値を目標値

　　提案書数値を目標値

【第２回評価委員会時の評価方法】

年度末までの予定数も含め、目標値の達成度が【120％以上…Ｓ　／　100％以上120％未満…Ａ　／　80％以上100％未満…Ｂ　／　80％未満…Ｃ】と評価する。
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※自然の家では、夏場繁忙期、冬場閑散期という特徴があり、第２期（平成23～27年度）11月末時点の利用者数実績は年間利用者数実績の約85％であったことから、85％以上をＡと設定してきた。

　しかし、令和３年度においては、4～６月の繁忙期に休館していることにより、85％の割合ではなくなっていることから、第２回評価委員会開催時（11月末時点）において、休館した日数を勘案し、Ａ評価の基準となる割合を設定する。

Ｉ（３）③主催事業、Ⅱ（２）①自主事業、②その他自主事業　（別紙）４参照

⑩　その他地域連携（「奥貝塚ゆったりウォーク」実行委員会、

　　貝塚自然遊学館との連携善兵衛ランドとの連携）

　　　のべ260人

○　各評価項目について、Ｓ（優良）、Ａ（良好）、Ｂ（ほぼ良好）、Ｃ（要改善）の４段階で評価をする。

Ｉ（３）①年間利用者数　（別紙）３参照

11月末時点で、目標年間利用者数の【（○＋15）％以上…Ｓ　／　○％以上(○＋15)％未満…Ａ　／　（○ー15）％以上○％未満…Ｂ　／（○ー15）％未満…Ｃ】と評価する。

① 1,981 260 1,981
1,625

(別紙)２参照

のべ699人

②
その他

自主事業

事業数 10事業 8事業

資料７‐２


